
虐待防止・権利擁護勉強会 議事録 

日時：2026 年 3 月 4 日 10:00～10:30 

内容：虐待防止・権利擁護勉強会 

テーマ：「これって虐待？こんな時どうする？」 

実際に起こり得る場面を想定したケースを基に、対応の適切さや望ましい関わりについて

職員間で意見交換を行った。 

 

ケース 1 

状況 

活動前の片付けの時間に、片付けをしない子どもに対し支援員が「何か言ったら分かる

の？早くして」と強い口調で伝えた。 

不適切と考えられる点 

 強い口調での声掛け 

 否定的な言葉の使用 

 指示が曖昧で分かりにくかった 

 急がせる声掛けになっていた 

 落ち着いて伝えることができていなかった 

子どもの気持ちとして考えられること 

 なぜ片付けをしなければならないのか理由が分からない 

 怖い、また怒られたという気持ち 

 うるさい、悲しいなどのマイナス感情 

 なぜ怒られているのか分からない 

 まだ遊びたい気持ちがあった 

 「先生が怒っている」と感じた 

 次の活動をしたくない気持ちになった 

望ましい声掛け・対応 

 見通しを持たせる声掛け 

o 「時計が○になったら片付けようね。それまでは遊ぼう」 

 砂時計など視覚的な支援を活用 

 「次は○○の活動だよ。片付けよう」と次の活動を伝える 

 競争のような楽しい声掛け（よーいどん等） 

 「片付け大変？先生手伝おうか？」と寄り添う声掛け 

 事前に時間を伝える 

 「お友達も待っているよ。一緒に片付けよう」と楽しい雰囲気で促す 

 

 



ケース 2 

状況 

子どもが何度も同じ質問を繰り返し、支援員がイライラして返事をしなかった。 

返事をしないことは虐待か 

 見守りと無視は違う 

 イライラして返事をしないのは虐待にあたる可能性がある 

 存在を無視する行為は虐待と考えられる 

 広い意味で虐待にあたるのではないか 

子どもが繰り返し質問した理由 

 内容を理解できていなかった 

 答えてもらうことが嬉しかった 

 返事がなく不安になった 

 納得できなかった 

 聞いてほしい気持ち 

 職員と関わりたい気持ち 

 やり取りが面白くなってしまった 

 気を引きたかった 

 言葉が分かりづらかった可能性 

対応の工夫 

 何を聞きたいのか気持ちを理解する 

 回数を決めて答える（例：あと○回ね） 

 分かりやすい言葉で説明する 

 別の話題を振る 

 一緒に考えてみる 

 内容によっては簡潔に答えて気持ちを切り替える 

 目を合わせて丁寧に話を聞く 

 視覚支援を活用する 

 「今は○○だから、終わったら話そうね」と見通しを伝える 

 

ケース 3 

状況 

興奮して走り回る子どもに対し、支援員が強く腕をつかみ椅子に座らせた。 

不適切と考えられる点 

 強く腕をつかむ行為 

 強制的に椅子に座らせたこと 

 身体的拘束に近い対応 



※腕を強くつかむ行為は身体的虐待にあたる可能性があるとの意見が多く挙がった。 

他に考えられる対応 

 視覚支援で落ち着く方法を示す 

 別の遊びに誘導する 

 注意を他の活動に向ける 

 包み込むように止める 

 「どうしたの？」など声掛けを行う 

 目線を合わせて話す 

 お茶を飲むよう誘導する 

 正面に立ち落ち着いた声掛けをする 

 肩にそっと触れて止める 

 興奮の原因となるものを環境から取り除く 

記録の必要性について 

 興奮の原因を把握し、環境調整を行うため必要 

 怪我などがあった場合の説明資料として重要 

 虐待や身体拘束に関わる可能性があるため記録が必要 

 必要か判断が難しいという意見も一部あり 

 

まとめ 

今回の勉強会では、日常の支援場面の中でも対応の仕方によっては虐待と捉えられる可能

性があることを確認した。 

子どもの気持ちを想像し、分かりやすい言葉や視覚支援、見通しを持たせる関わりを行う

ことの重要性を再認識した。 

また、支援の過程や状況を記録として残すことは、支援の質の向上やトラブル防止の観点

からも重要であることを共有した。 

今後も職員間で支援方法を振り返り、子どもの権利を守る支援を継続していく。 

 






